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府立寝屋川支援学校 

 

校長 阪本友輝 

令和６年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

「一人ひとりの花を咲かせよう！ そしてともに輝こう！」をキャッチフレーズに、 

児童生徒一人ひとりが日々輝き、卒業後にいきいきと社会生活を送ることができるよう、 

以下の学校づくりを行う。 
 

１ 知的障がい教育の理論と実践の積み重ねに裏付けられた専門性の高い教育を行う学校  

２ 保護者や地域の人たちとともに児童生徒の一つひとつの成長を喜び合う学校  

３ 教職員がいきいきと働く学校 

４ 地域の小中学校等が自立して支援教育を推進することをサポートする学校 

２ 中期的目標 

１ 知的障がい教育の専門性向上 

＜学校教育自己診断の保護者評価「学校に対する意識」R８まで 80％以上を維持（R３;85%、R４;80%、R５;81％、）＞ 

キャッチフレーズ：「寝屋川支援プライド ～誇りをもって～」 
(１) 児童生徒一人ひとりに応じた教育を実践する（自閉スペクトラム症の特性に応じた指導支援を含む） 
ア 課題にアプローチする教材・教具の工夫を行う 
イ 児童生徒の達成感・自己肯定感を育成する 
ウ 自立活動を推進する 
エ 効果的な指導方法を検討する 
オ シラバスを活用する 
カ 小中学部からのキャリア教育を充実させる 

 (２) 時代にマッチした教育理論を構築する 

ア カリキュラム・マネジメントを充実させる 
イ 効果的な指導支援体制を研究・推進する 
ウ ICT を活用した取組みを推進する 
エ 生涯にわたって学ぶ姿勢を支援する 
オ 人権感覚を育む 
カ いじめの未然防止に努める 
キ 防災・防犯に努める 

(３) 次世代教員を育成する 

ア 人権感覚を高める 
イ 他学部の取組みを知る機会を作る 

２ 保護者・地域・関係機関との連携 

＜学校教育自己診断の保護者評価肯定的評価(平均) R８まで 80％以上を維持（R３;84%、R４;82% R５;79％、）＞ 

キャッチフレーズ：「分かり合い ともに子どもを 育てよう！」 
(１) 保護者との連携を深める 

ア 保護者が悩みを相談できる機会を作る 
イ 通学バスの位置情報を提供する 

(２) 地域・関係機関との交流・連携を推進する 

ア きれいな地域づくりに貢献する 
イ 学校間交流を実施する 
ウ 居住地校交流を実施する 
エ 民間委託された給食室と連携を図る 

(３) わかりやすい最新の情報発信・収集を行う 

  ア デジタル化を推進する 

３ 働き方改革 

 ＜教職員の心身の健康のため、「府立学校ストレスチェック総合健康リスク」について、全国平均ポイントを下回る＞ 

 キャッチフレーズ：「魅力ある授業づくりは教職員の健康から！」 
(１) 同僚性の高い職場づくりを行う 
ア ワーク・ライフ・バランスを向上させる 
イ 定時退庁できる雰囲気づくりを行う 

(２) 教職員が働きやすい環境整備  
ア 教材バンクの活用を促進する 
イ 分掌長・主事等の業務を軽減する 
ウ 物品・環境の管理・整理・清掃方法を見直す 
エ 個人情報処理業務を削減する 
オ 会議の円滑化・充実を図る 

 (３) 業務推進体制を整理する 

ア 首席を各 PT の要として学校経営の推進を図る 
イ 校務分掌体制を整理する 

４ 地域支援 ＜地域のスキルアップのため、各校への訪問相談について、各市の教育委員会と協同で実施 100%＞ 

 キャッチフレーズ：「地域の自立をサポート！」 
(１) 地域との連携強化を図る 

ア 校内外の支援コーディネーターの育成を図る 
イ 高等学校への支援を進める 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和   年  月実施分］ 学校運営協議会からの意見 
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具体的な取組計画・内容 

（太文字下線部分はキャッチフレーズ） 

 

今年度の重点目標 

＜推進部署＞ 

中期 
的 
目標 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

１ 

知
的
障
が
い
教
育
の
専
門
性
向
上 

  
 
 
 
(１) 児童生徒一人ひ
とりに応じた教育
を実践する（自閉症
ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑの特性に応
じた指導支援を含
む） 

ア 課題にアプロー
チする教材・教具の
工夫を行う 
＜行動支援 PT＞ 

 
イ 自立活動を推進

する 
＜自立活動主任＞ 

ウ 児童生徒の達成
感・自己肯定感を
育成する 
＜小中学部＞ 

エ 効果的な指導方
法を検討する 

＜小中学部 
各首席＞ 

オ シラバスをブラ
ッシュアップす
る 
＜カリマネ PT＞ 

カ 小中学部からの
キャリア教育の充
実 

＜小中学部 
      進路指導部＞ 

 
 
 
 
 
 

(２) 時代にマッチし
た教育理論を構築
する 

ア カリキュラム・マ
ネジメントを充実
させる 
＜カリマネ PT＞ 

イ効果的な指導支援
を研究・推進する 

＜行動支援 PT 
   支援研究部＞ 
ウ ICT を活用した 
取組みを推進する 

 <情報部 
DX 推進 PT＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ 生涯にわたって
学ぶ姿勢を支援す
る＜教育環境部 

小中学部 
生活指導部＞ 
 
 
 
 

オ 人権感覚を育む 
＜人権推進担当 

小中学部＞ 
カ いじめの未然防 
止に努める 
＜生活指導部 

小中学部＞ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(１) 
 
 
 
 
 
ア コミュニケーションでみんな繋がろう！ 
  ・コミュニケーション支援のワークショップ 

で手法を学び、校内に広める 
 
 
イ 一人ひとりの良さを伸ばす自立活動！ 
  ・全校・各学部で自立活動の研修・実践報告を 

実施する  
ウ 見留める！ 認める！ 
  ・児童生徒の活動をよく見て言語化し、フィー 

ドバックすることで意欲の向上に努める 
 
エ 学ばせ方改革！授業力パワーアップ！ 
  ・授業中の待ち時間を減らし、子ども一人ひと    

りの活動量を保障する 
 
オ 定期的に見なおしをかけよう！ 
  教科ごとの繋がりを確認すると共に、系統立  

てた教科書採択を図る 
 
カ 学校ぜ～んぶ、笑顔でつながろう！ 

寝屋川ファミリー（児生版） 
・児童生徒の学部間交流を計画・実施する 

   
ディスカバー＆ビルド！ 

自分だけのキャリア！ 
・進路選択・実現に向けたキャリア教育の取 
組みを行い、就労に対する意識を高める 
つながる進路！ ～学部間連携～ 
・卒業後の社会参画と自立を見据えた効果的 
な進路指導を進める 

(２) 
 
 
ア みんなで作る「カリキュラム・マネジメント」 

～ 浸透の２年目！ ～ 
  ・教職員一人ひとりが「カリマネ」を意識して 

実践すると共に、全校的な運営を行う。 
イ 一人ひとりの可能性を輝かせる 
             ポジティブな学校！ 
  ・のぞましい行動に向けた支援について研修 

する。 
ウ ICT はあくまでツール！活用のその先へ！ 
  ICT の使用を目的とするのではなく、活用を   

通して児童生徒の学びを深める取組みを進め 
る。 
あるある TV！みるみるネット！ 

  ・教室モニタ設置率を改善し、いつでも ICT を 
活用した授業展開ができる環境改善を図る 
これは私、これはあなた、のタブレット！ 
・１人１台端末に、個々の授業等の情報を 
ストックし、端末を個別化して活用する 
児童生徒から情報発信 

 こんな取組みやってまーす！ 
  ・児童生徒が情報モラルを学ぶと共に、学校 

ホームページのブログアップを行う 
エ ステキな出会い 図書室から！ 
  ・児童生徒が読みたい本を積極的に取り入れ、 
  興味関心が広がる読書教育を推進する。 

 おめでとう 50 周年！ 
みんなで創るこれからの歴史！ 

・50 周年記念行事に向け、児童生徒が主体的 
に取り組める集会開催方法を再構築する 
おはよう！みんなで作る笑顔の輪！ 
・学部を越えて児童生徒会が一緒に朝のあい 
さつ運動を実施する 

オ 高めよう人権感覚！皆違って皆いい！ 
・人権をテーマにした教育を HR や授業で 
実施する 

カ みんなで守ろう、みんなの笑顔！ 
・「いじめ対策委員会」を学期１回開催、いじ 
めに繋がる事案等の確認を行い、未然防止に 
努める 
・いじめ事案が確認されたら即に委員会を開 
催し、組織としての対応を検討する 
・『学校いじめ基本防止方針』を改訂、教職員・ 
保護者へ周知する 
・「部集会」で各学部生活指導部より、児童生 
徒に向け、いじめ防止に関する講話の実施 

 
 
 
 
(１) 
 
 
 
 
 
ア ・学んだ教員の報告会実施 年１回 
   
 
 
 
イ ・各学部研修のアンケート結果考察 
  ・夏季研修のアンケート結果考察 
 
ウ ・校長の授業観察時に確認 年１回以上 
 
 
 
エ ・研究授業の研究協議で活動量が保障さ

れていたかを協議する。 
  ・校長の授業観察時に確認する。 
 
オ ・全校教科会の設定 年２回 
  ・システム運用状況の確認 年２回  
 
 
カ ・児童生徒同士の学部間交流を行う 
   小中学部 年１回 

小学部 全他学年との交流 年１回 
中学部 学年間の授業見学 年１回 

  ・校内実習・就労に向けた取組み 
   中学部 年１回以上 
 
 

・高等部との職業に関する授業交流 
   小中学部 年１回 
 
(２) 
 
 
ア ・カリマネ通信の発行 学期１回以上 

・研修の実施 年１回以上 
 
 
イ ・行動支援の専門家と協力して学期に 
  １回の見立て、年１回の研修の実施 
 
 
ウ ・校長の授業観察時に確認 年１回以上 
 
 
 

・校内モニター設置率８％増 
 
 
  ・年度末に活用に関するアンケート実施 
  肯定的評価 60％以上 
 
  ・小学部５年生以上 

（タブレットが個人に紐づき） 
学年ブログアップ 学期１回 

 
エ ・図書室内の環境整備の継続。 

・書籍の入れ替え。（新規購入・寄贈等を 
合わせて全書籍の 10%） 

  ・部集会 学期に１回以上 
   
 
 

・あいさつ運動 週１回以上 
 
 
オ ・小学部 人権学習 学期１回 
  ・中学部 人権学習週間・学習 年１回 

 
カ ・学校教育の自己診断の保護者評価 

「いじめについて」60%以上[54%] 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

評価指標[R５年度値] 進捗状況 
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２ 

保
護
者
・
地
域
・
関
係
機
関
と
の
連
携 

３ 

働
き
方
改
革 

 
キ 防災・防犯に努め 
  る＜担当首席 
   生活指導部＞ 
 
(３) 次世代教職員を
育成する 

ア 人権感覚を高め
る ＜小中学部＞ 

 
 
イ 他学部の取組み
を知る機会を作る 

＜担当首席＞ 
 

 
 
(１) 保護者との連携
を深める 

ア 保護者が悩みを
専門医に相談でき
る機会を作る 

＜保健室＞ 
イ 通学バスの位置
情報を提供する 
＜生活指導部＞ 

 
 (２) 地域・関係機関
との交流・連携を推
進する 
ア きれいな地域づ
くりに貢献する 

＜小中学部＞ 
イ 学校間交流を実
施する 

＜小中学部＞ 
ウ 居住地校交流を 
実施する 

エ 民間委託された
給食室との連携を
図る 
＜健康教育部＞ 

(３) わかりやすい最
新の情報発信を行
う 

ア デジタル化を推
進する 

＜管理職・担当首席＞ 
 
 
 
(１) 同僚性の高い職
場づくりを行う 

ア ワーク・ライフ・
バランスを向上さ
せる＜管理職＞ 

 
イ 定時退庁できる
雰囲気づくりを行
う＜管理職＞ 

(２) 教員が働きやす
い環境整備 

ア 教材バンクの活
用を促進する 

＜教務部＞ 
イ 分掌長・主事等の
業務を軽減する 

＜学年主任＞ 
ウ 物品・環境の管
理・整理・清掃方法
を見直す 
＜教育環境部 

健康教育部＞ 
 
 
 
 
エ 個人情報処理業
務を削減する 

＜管理職＞ 
オ 会議の円滑化・充 

実を図る 
＜全校＞ 

 
 
 
 
 
 

 
キ みんなが主役！ 

準備万端の舞台裏で守るぞネヤガワ！ 
  ・改訂したマニュアルを基に、教員向け訓練 
  児童生徒向け訓練の双方を実施する 
(３) 
 
ア 子どもの人権尊重！ 
         広げよう前向きな言葉かけ！ 
  ・子ども一人ひとりの人格を尊重し、ポジティ 

ブな言葉かけで行動を促す 
イ 学校ぜ～んぶ、笑顔でつながろう！ 

寝屋川ファミリー（教員版） 
教職員の学部間交流を計画・実施する 

 
 
 
(１) 
 
ア 相談室へいらっしゃい！ 
 ・小児発達・精神科の専門医に保護者をはじめ、  
だれでも気軽に相談できる場を設定する 

 ・できるだけ担任も同席し話を共有する 
イ 安全安心の登下校！ 

バス今どこ？バス今ここ！ 
・バス会社と連携し、漏れのない位置情報を提    
供し、保護者のアプリ活用を促進させる 

(２) 
 
 
ア 皆で楽しく、地域がキラキラ、心がぽかぽか 
  ・きれいな地域づくりに貢献し、地域との交流 

を深める 
イ こんにちは！寝屋川支援学校です 
  ・各学部において、学校間交流を行う 
 
ウ こんにちは！この地域に住んでます 
  ・居住地校交流を実施する 
エ おいしい給食ありがとう！ 
           伝えます！感謝の気持ち 

・食管受け取り・返却時に「いただきます」 
「ごちそうさま」等の挨拶を励行する 

(３) 
 
 
ア ペーパーレス化て神（紙）ですか 24！ 
  ・メール配信システムやフォーム作成ツール  

の活用を進め、プリント配付やアンケート回 
収等についてデジタル化を推進する 

 
 
(１) 
 
ア １に健康 ２に生活 34 がなくて 

５に仕事！ 
・働き方改革を推進し、ワーク・ライフ・バラ   
ンスを向上させる 

イ あっ！定時や！か～えろっと！ 
・会議日程や方法を検討すると共に、管理職も   
早く退勤し、退勤しやすい職場づくりを行う 

(２) 
 
ア 児童生徒・教員・皆のニーズを満たす 

ICT 活用！ 
  
イ 分掌長さんそれやりますよ 
  ・業務の平準化のため、分掌長・主事等の学 

年業務の軽減を図る 
ウ 無駄なく長いお付き合い！ 
  ・備品、消耗品、教材の管理を行う 
 
 
  ・チェックでつなぐ安心安全！ 
  校内安全点検を実施し、教育環境を整える 

 児童生徒・教員・環境にも優しいプール！ 
  ・プール清掃・維持業務の負担を軽減するため 
  洗浄促進剤を活用する 
エ 溶解にして、他の仕事しよう改！ 
  ・年度末個人情報処理を、シュレッダーから溶  

解に変更し、業務軽減を図る 
オ 「こうあるべきだ！」はやめましょう！ 

柔軟に問題解決！ 
・提案に課題を述べるときは、併せて代替案を 
提示し、建設的で円滑な検討を行う。 
これ、なんのためにやってるの？ 

「例年通り」はやめましょう！ 
  ・行事等を検討する際、教育効果の向上を図る 

と共に働き方改革を進める。 
 

 
キ ・防災訓練（地震１回・火災２回・ 

J アラート１回） 
  ・防犯訓練（教員・児童生徒各１回） 
 
(３) 
 
ア ・校長の授業観察、部主事等からの聞き

取りで確認 年１回以上 
 
イ ・十分な準備のもと、他学部のミドルリ

ーダー等が丸一日担任を入れ替わり、児
童生徒の指導支援を行う 年１回 

 
 
 
 
(１) 
 
ア ・学期２回以上の実施 
  ・１回につき２件以上の相談 
 
 
イ ・情報提供 バス運行日数×２回以上 
  
 
 
(２) 
 
 
ア ・寝屋川公園の清掃活動を実施 
   小中学部 年１回以上 
 
イ ・学校間交流実施 年１回以上 
 
 
ウ ・希望する居住地校交流実施 100％ 
 
エ ・年度末に教職員アンケートを実施 
  「挨拶が増えた」肯定的評価 67％ 
 
 
(３) 
 
 
ア ・全校配付プリントの配信率 90％ 
  ・全校アンケートのデジタル化 90％ 
 
 
 
 
(１) 
 
ア ・ストレスチェックの総合健康リスクを

昨年度より下回る〔107〕 
 
 
イ ・時間外勤務実績昨年度比３%削減 
   
 
(２) 
 
ア ・教材バンクに格納された情報教材数 
  昨年度比 120% 
 
イ ・首席・分掌長等への面談時に確認 
   年１回以上 
 
ウ ・職員用ロッカー・靴箱、教材倉庫の整

理整頓の実施 
  ・50 周年の取組みに関連し、清掃用具

を中心とした新機購入・管理 
  ・毎月の安全点検の実施と補修の依頼の

実施 
 ・プール学習開始前に洗浄促進剤を投入 

 
 
エ ・溶解処理の計画・実施を行う 
 
 
オ ・首席・分掌長等への面談時に確認 
   年１回以上 
 
 

・学校教育自己診断教職員評価 
 「行事の工夫・改善」88%〔83%〕 
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４ 

地
域
支
援 

 

 
(３) 業務推進体制を 

整理する 
ア 首席を学校経営
の要として配置す
る  ＜管理職＞ 

 
イ 校務分掌を整理
する＜管理職＞ 

 
 
 
(１)地域との連携強化
を図る 

ア 校内外の支援コ
ーディネーターの
育成 
＜支援研究部 

LS＞ 
 
イ 高等学校への支
援の実施 
＜支援研究部 

LS＞ 
 

 
(３) 

 
ア 強化します！首席間連携・教頭との連携 

・総括首席を指名すると共に、首席を教頭補
佐として連携を更に強化する 
 

イ 分掌から飛び出す PT！ 
  ・分掌と PT の担当をそれぞれ独立させ、業務 

の平準化・推進を促進する 
 
 

(１) 
 

ア 地域の学校と共に学ぼう「支援教育」！ 
  ・各市町村と連携し、地域のコーディネーター 

の育成を図る 
・年に５回以上 LS 以外の教員が巡回や研修
講師に同行する 
 

イ 社会へ羽ばたく力を育もう！ 
  ・支援教育サポート校と連携し、高等学校（含 

私学）等への相談支援を進める。 
 

 
(３) 
 
ア ・総括首席を指名する 
  ・首席を教頭補佐とする 
  ・首席会を実施する 
  ・PT の推進担当とする 
イ ・首席・分掌長等の面談時に確認 
 
 
 
 
(１) 
 
ア ・すべての依頼について、各市の教育委

員会と協同で実施 
 
  ・同行回数 年５回 
 
 
イ ・高等学校（含私学）への相談支援・研

修等を２回以上、実施する。 
 


